「在宅医療推進研修会」の開催について（ご案内）
余寒の候、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
  さて、在宅医療の推進事業として、今年も「在宅医療推進研修会」を鳥取県歯科医師会と鳥取県歯科衛生士会の主催で、下記日程により開催することになりました。
 今年度は神奈川県茅ヶ崎市で開業、村田歯科医院院長の黒岩恭子先生を講師として招聘しております。
今回の研修会では、『食べられる口作り』の地域への広まり　と題しましてご講演並びに実技が予定されていますので、会員の皆様並びにスタッフの皆様に是非とも多数ご参加願いたく、ご案内申し上げます。
  なお、受講ご希望の方は、２月２５日(水)までに参加の申し込みお知らせを下さい。
諸準備の都合上、〆切期日を早めておりますが何卒ご了承頂きますようお願い致します。
記
　  　　日　時   平成２１年３月８日（日）午前１０時～午後３時
                        　                 　　　10:00～12:00  講演
                                           　　　13:00～15:00  実技
        場　所   鳥取県歯科医師会館
                  鳥取市吉方温泉３丁目７５１－５(TEL 0857－23－2621)
        演　題  『食べられる口作り』の地域への広まり
        講　師   黒岩　恭子　先生（村田歯科医院院長）
        主　催   鳥取県歯科医師会・鳥取県歯科衛生士会
  　　　◎実技がありますので別紙のものを各自でご持参下さい。
　   ＜別紙＞  
   　　　 ■各自持参するもの
　　 　　　　  ①フェイスタオル(１枚）
　　　　　　 　②洗濯バサミ(２個）
　　　　　　　 ③ポケットティッシュ３袋(かなりたくさん使用）
　　　　　 　　④ティースプーン１本 (金属製のもの。アウトドア用などのプラス
　　　　　　　　　　　　　　　　　チック製のものは可。ヨーグルトなどに付
　　　　　　　　　　　　　　　　　いてる小さいプラスチック製のものは不可)
　　　　　　　 ⑤水(５００ｍｌ のペットボトル１本分･･ブラシ洗い用、水道水で可)
　　　　　　　 ⑥紙コップ２個(１個はうがい用、１個は吐き出し用でこちらは味噌
　　　　　　　　　　　　　　汁やカップ麺の空き容器でも可)（大きめのもの）
  　　　　 　　⑦歯ブラシ(日頃使用のもの)
	
	 ■下記のものは主催者側が準備致します。代金は不要です。
   　参加者１人分
  　　　・コーンフレーク　(１つまみ）
  　　　・ナビスコ･オレオ　(１枚）
  　　　・グミ　(５個）
  　　　・きな粉　(カレースプーン山盛り１杯）
  　　　・オブラート　(１０枚）
 　　　 ・アルミ箔のカップ　(２枚）
 　　　 ・綿棒　(２本）
        ・ハリケインゲル麻酔薬　(少々)
  　　　・メッシュポアテープ　(５０ｍｍ幅×１０ｃｍ　４枚）
                     　　　(３８ｍｍ幅×１０ｃｍ  ４枚）
 　　　 ・グローブ  (１組）
  　　　・モアブラシ　（１本）


平成２０年度 在宅医療推進研修会・抄録

『食べられる口作り』の地域への広まり

神奈川県茅ヶ崎市　　村田歯科医院　黒岩恭子

　この数年、日本はかつてないスピードで超高齢化社会という現実を迎えました。私はごく普通の開業医ですが、十数年前から、依頼を受けて老人施設・病院・在宅に出向いています。

それら往診の現場で遭遇する患者さんには、口腔が原因で全身にリスクを負ってしまったと思われるケースが少なくありませんでした。その中でも口腔内の細菌によって引き起こされる「誤嚥性肺炎」などは、その典型的な例です。

　私の医院での歯科治療の目的は、本来持っている口腔の機能を回復することで、「口腔ケア」「口腔リハビリ」歯科医療を軸にした「食べられる口作り」を目指しながら、孤軍奮闘してまいりましたが、ここ数年は、往診を依頼される患者さん（要介護者）たちが、非常に重度化している傾向にあることを強く感じております。もっと早く依頼してくだされば口を通して、栄養補給ができ、脱水も回復できたのに・・・・・体力が衰弱する前に依頼してくだされば等など・・・・・残念に思うことが多々あります。

　重度化し、病気で寝たきりの方・認知症の高齢者・後期高齢者、経管栄養の患者さん等、口からの食事摂取が長期間にわたりなされないと、廃用性の変化が起き、口腔の機能がどんどん低下しますし、極端な場合は「食べる口」を忘れてしまいます。

　そこで、何より先にしなければならないことは、「食べる口」を取り戻すためのアプローチです。このように重度化し、重複する病気をもたれた患者さんには、介護されている方の協力や理解はもちろん、医療・福祉・保健をはじめとする多くの職種との連携が不可欠です。

　「最後まで口から食べる」ことを目標に、介護されている方とともに力を合せ、口腔にか関わることで、悔いることなく、安らかに天国に召された患者さん達、現在も共に努力しながら生活している方々からの学びを、どうぞお聞き下さい。
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